
 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員防犯訓練 

生活指導担当  角舘 祥司 

 ８月２９日に職員で防犯訓練を行いました。

今回は授業中に不審者が校舎内に入ったとい

う想定で行いました。実際に訓練を行ってみる

ことで、不審者が来た時に、どのように子供た

ちの安全を守ればよいのか、また、職員同士は

どのように連絡を取り合えばよいのか、考えま

した。その後、グループに分かれて意見を交換

し、実践的な訓練を行うことができました。 

大型提示装置（液晶）が導入されました！！ 

視聴覚担当 紺多 章一郎 

 夏休み期間中に、各教室に大型提示装置と

書画カメラが導入されました。直接、スクリー

ンに文字や絵を描くことができ、ICT 化が１

歩進みました。 

３０日には、2 学期以降、子供たちの寄り

寄り学びに活用できるように、先生たちでも

研修を行いました。 

  

 

これから豊玉小学校にゲストティーチャーとして

来てくださる方を紹介します。当日は、学校公開日で

すので、多くの方のご参観をお待ちしております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

４年・６年 着衣泳体験  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本の伝統文化の良さに気付いた！ 

５年担任  小田野 かおり 

 １学期に総合的な学習の時間に日本の伝統文

化体験を行いました。講師の方々にご指導いた

だき、「華道」「琴」「茶道」「日本舞踊」「能」の

体験を行いました。華道では実際に花を生け、

琴では演奏をし、茶道では座り方や立ち方を練

習し、日本舞踊では扇子をもって踊り、能では

面をつけて歩きました。日本人が大切にしてき

た心や作法などを学んだ子供たちからは、伝統

を守っていくことの難しさや凄さに感動を受

けた声が多く聞かれました。 

消防署見学 

～消防車の色はなぜ赤い？～ 

４年担任  河合 寛 

 練馬消防署へ見学に行き、消防署の役割につ

いて様々なことを教えていただきました。  

「消防車はなぜ赤いのだろう？」「火事がない

ときは、何をしているのだろう？」など、子供

たちが疑問に思っていることについて、たくさ

ん質問し、メモ用紙いっぱいに分かったことを

書き込んでいました。子供たちは、消防署員の

方たちのおかげで安心して生活できるのだと、

感謝の気持ちをもっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
｢いつも｣と違う感覚の着衣泳 

４年担任  川田 小百合 

 いつもと違って服を着て出の着衣泳。「浮いて待つ」

ことをキーワードに指導しました。 

次に河合先生が、服を使って浮く手本を見せまし

た。子供たちもチャレンジしましたが、なかなか難し

かったようです。その他、ビニール袋やペットボトル

等の身近にある物で長く浮く体験をしました。 

 

 自分の身を守るために   

６年担任  三宅 真行 

 想定外に水に落ちてしまった時にどのように対

処するかを学びました。まずビニール袋を使った浮

く練習を中心に行いました。最後にペットボトルと

紐などを使って、人命救助をする方法も学びまし

た。 

この経験を忘れずに、水辺で遊ぶときには十分気

を付けてくれることを願っています。 

 


